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選択してWillium’s E培養液中に 4 日間培養後、クリオゲル内に包埋し、組織切片作成まで-80℃で保存し
た。
　培養群として、PBS添加群（コントロール）と75IU/ml IFN-γ添加群に分け 2 日間培養した。75IU/ml IFN-
γでは退行期直前の成長期後期を誘導するが、これ以上のIFN-γでは退行期に移行してしまう。75IU/ml IFN-
γ添加群には、3 日目～ 4 日目にPBS、25、50、75、100ng/ml insulin like growth factor（IGF）-1、0.2、0.4µg/















も低下していた。培養 2 日目のHLA-A/B/Cは、PBS添加群は非常に弱く発現したが、75IU/ml IFN-γを添
加した群では近位外毛根鞘、毛母細胞に強発現した。75IU/ml IFN-γ添加後 3 日目に25、50、75、100ng/



































から後期成長期毛を選択してWilliam’s E培養液中に 4 日間培養後、クリオゲル内に包埋し、組織切片作
成まで-80℃で保存した。培養群として、PBS添加群（コントロール）と75IU/ml IFN-γ添加群に分け 2 日間
培養した。75IU/ml IFN-γでは退行期直前の成長期後期を誘導するが、これ以上の量のIFN-γでは退行期に
移行してしまう。75IU/ml IFN-γ添加群には、3 日目－ 4 日目にPBS、25、50、75、100ng/ml insulin like
growth factor（IGF）-1、0.2、0.4µg/ml α-melanocyte stimulating hormone（α-MSH）、100ng/ml IL-10、15、30ng/
ml TGF-β1、1x10-8 M FK506をそれぞれ追加する群を作成した。
　EnVision法、タイラマイド法を用いて人のMHC class IであるHLA-A/B/Cの染色強度を観察した。また









も低下していた。培養 2 日目では、75IU/ml IFN-γを添加した群では近位外毛根鞘、毛母細胞に強発現し
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